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Charles-Frederick Worth, the “father of haute couture,” is considered to have built a new 

apparel business style where designs were created in advance and customers were invited 

to designate their choices among them, thus streamlining women’s high-class custom-

made clothing production and retailing. However, we should not rush to attribute all these 

achievements to Worth, because the background conditions and foundations that enabled 

the birth of Worth’s new business style, haute couture, had already been established. 

During the era of absolute monarchy, the Palace of Versailles was where new fashion 

modes originated, while the apparel consumption behaviors of women in Paris became 

influential. Their apparel consumption came to be regarded as new mode. In reviewing 

the apparel production industry in Paris, the importance of the guild of arts et métiers 

cannot be ignored. In 1776, the elimination and consolidation of guilds were conducted, 

and the guild of the tailors of men’s apparel, or tailleurs, and that of second-hand clothes 

stores, or fripiers, were consolidated. The fripiers were licensed to repair and process 

second-hand clothes with new textiles, so this consolidation enabled tailleurs to carry 

textiles in addition to completed clothes in the stores. Later in 1791, the guild system was 

eliminated, and some tailleurs started to sell speedily producible semi-custom-made 

clothes and completed clothes. This marked the start of the ready-made clothing business 

in Paris. 

On the other hand, marchands de modes, or “merchants of mode” who sold mode in the 

form of goods, appeared. They retailed textiles and parts of clothes while custom-making 

dresses. They proposed new designs to customers when receiving orders, thus creating 

newer mode. 

Thus tailleurs and marchands de modes built the base of production of ready-made 
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clothing in Paris. 

In the period from the early 19th century to the 1820s, “merchants of new things,” or 

marchands de nouveautés, appeared. The conventional marchands de modes sold 

expensive items and did not have contact with ordinary people, but the marchands de 

nouveautés attracted customers of various classes, by displaying products in their stores, 

introducing the system of fixed prices, attaching price tags, handling same-day cash 

payments, procuring goods directly at the place of production, and placing advertisements 

to attract customers. The marchands de nouveautés, who replaced the marchands de 

modes, founded what became department stores. In 1824, La Belle Jardinière store 

opened and started to sell inexpensive ready-made clothes. It became popular as a place 

where new town clothes could be bought at prices equivalent to those of second-hand 

clothes. The expanding ready-made clothing business thus first took over the market 

share of second-hand clothing of commoners, then the share of custom-made clothing for 

middle-class people. 

 

Under these conditions, Worth, who opened a store, described his business as a house of 

ready-made novelties, or nouveautés confectionnées. The expression, nouveautés 

confectionnées, symbolized the conditions of apparel production and distribution 

business in the 1820s and 1840s in Paris, where ready-made clothing manufacturers and 

marchands de nouveautés succeeded in business together. 

 

 

 

 

0……序論 

 

0-1……ヴォルトの「革命」 

 

 グローバル・ブランドやファスト・ファッションが台頭し、エシカル・ファッションの一

環として途上国からのデザイナー発掘などにも注目が集まっているが、それでも、「モード

都市」パリの威光はいまだに失われてはいない。衣を巡って、パリにあって他にないものの

筆頭がオートクチュールである。では、オートクチュールとはどういった経緯で成立し、な

ぜここまで重要なものと見なされているのだろうか。 

 「オートクチュールの父」シャルル＝フレデリック・ヴォルト（註１）の息子ガストンによ

れば、ヴォルトは「既製服と仕立についてのまったく新しい産業の創造」を成し遂げたので
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あり、それは「革命」という語で表せるという（註２）。 

 ヴォルトはイギリス人チャールズ・フレデリック・ワースとして、1825 年にリンカーン

シャーで生まれた。ロンドンで働いた後、20 歳でパリに出て、絹織物を扱うガジュラン＝

オプジェ＝シャゼル社に入る。1851 年にこの店を離れ、1857 年からスウェーデン人絹織物

商オットー・グズタフ・ボーベルクとの共同経営に乗り出す。ヴォルトがロンドンで勤めて

いたのは、「絹織物商、服飾品商、タイツ商、毛皮商」の「スワン&エドガー」と「絹織物商」

の「ルウィス＆アレンビー」という店だが（註３）、ガストンによると「既製服 confection」

も販売していたらしい。一方、ヴォルトが到着した 1846 年のパリでは、生地を職人の元に

持ちこんでコートを注文するようなことが「既製服」と呼ばれており、生地在庫をもたない

メゾンさえあり、海外への衣服見本型販売はごくまれだったという。唯一、ロジェ夫人だけ

が生地販売も仕立受注もしており、それは非常に利のあることだったとしている（註 4）。 

 ロンドンで経験した「既製服」製造・小売を参考に、ヴォルトは女性向け高級注文服製造・

小売を合理化した。あらかじめデザインを創り、それを見本型として顧客に選ばせるように

したのである。ヴォルトの最大の功績はこの注文服製造の合理化であり、コレクションやフ

ァッション・モデルに結びつく発想も、オートクチュール組合 Chambre syndicale de la haute 

couture、通称サンディカ（註 5）の前身となる組合の結成も副次的なものである。だが、当時

まだ生まれていなかったガストンが父への賛辞を交えて語る 1840 年代パリの衣服製造状況

を鵜呑みにして、すべてをヴォルトの功績と捉えるのは早計ではないか。 

 ヴォルトがガジュランの店にいた頃、1852 年に、ノルマンディ出身のアリスティッド・

ブシコがヴィド兄弟の店「ボン・マルシェ」の共同経営者となった。1863 年にブシコは兄

弟から店を買収し、華麗な商品展示、バーゲン・セール、カタログ通信販売、返品受付など

顧客の便宜を図る経営方法に加え、社員食堂、従業員年金制度など社員の福利厚生も備えた

企業に発展させる。1855 年にアルフレッド・ショシャールらが開いた「ルーヴル」も、従

業員 1000 人を雇い、名の通り宮殿のごとき建物に展開される大店舗となる（註 6）。こうし

た店は百貨店と呼ばれ、世界初の大規模小売業態として大衆消費の舞台となる。 

 百貨店の起源は、1820～40 年代ごろの発展した小売業態にあった。つまりパリには、衣

を巡る商品を中心に、こうした新業態が誕生するだけの素地が 19 世紀後半より前に作られ

ていたのである。となれば、ヴォルトの「革命」も、それ以前の基礎となるものが存在して

いたと考える方が妥当だろう。 

 

0-2……先行研究・問題設定 

 

 パリのファッション産業の歴史を描いた著作は枚挙に暇がない。しかし、ほとんどは 19

世紀後半以降、オートクチュール成立以降を扱ったものであり、19 世紀前半以前について

は服飾史家ではなく主に歴史学者と経済学者の領分となっている。そしてそれも豊富とは
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言えない。その中で早い時期の研究としては 18～19 世紀フランスを扱ったペロの著作があ

る（註 7）。また近世期についてはロッシュの著作をまず挙げねばならない（註 8）。経済史で

は、近年、グローバル・ヒストリーの視点から、ダイナミックな生地や服飾品の製造・流通

とそれをめぐる諸状況の分析が行われている（註 9）。今回はパリという一都市に視点を置く

が、ミクロな手工業／小売商のあり方もこうしたグローバルな商品流通を頭に置いた上で

考えるべきだろう。また、「奢侈 luxury／luxe」は、1990 年代以来、一種のブームとなって

いるテーマであり、その一環として生地や服飾品が扱われる例も目立つ（註 10）。女性による

奢侈品製造・流通・消費というジェンダー的観点からの研究もある（註 11）。個別研究を含め

18 世紀パリの服飾品製造・流通・消費については 1990 年代からある程度の蓄積があるもの

の（註 12）、やはり 19 世紀前半は手薄である（註 13）。また古着を含め古物流通・消費は見過

ごされがちだったが、近年はこれを主題とする研究書も現れた（註 14）。 

 こうした一定の成果はあるものの、18 世紀と 19 世紀の研究上の断絶が目に付く。18 世

紀を主に扱う研究はそれ以降の事象とのかかわりを考える視点が薄く、19 世紀に関する研

究は前世紀の事情を検証せずに 19 世紀の、それも後半の事象を新奇なものとして捉えがち

である。そこで筆者はこれまで、18 世紀後半～19 世紀初頭の服飾品製造・小売業が 19 世

紀後半以降のファッション産業に及ぼした影響を検証してきた。本論文では、これらの成果

を活かしつつ、オートクチュール誕生以降の「モード都市」パリの形成に、それ以前のパリ

の生地・服飾品製造・流通業がどういった影響を及ぼし、なぜパリが「モード都市」になり

えたか、そして「モード」とはそもそもなにかを論じる。 

 なお、基礎とした資料とその分析の詳細については、紙数の都合により、筆者の先の著書

や論文を参照されたい。 

 

 

１……近世フランスの生地製造業 

 

1-1……「絹とレースの国」フランス 

 

 中世ヨーロッパにおいては、庶民の布といえばリネンであり（註 16）、社会上層がまとうの

は毛織物だった。しかし 17 世紀ごろからより軽やかな生地が好まれるようになり、絹織物

が人気を博す（註 17）。絹織物の製法はイスラーム世界を通じて伝わったため、レヴァント貿

易を通じて接点が多かった北イタリアでまず発展する。また、絹織物の人気上昇とほぼ同時

期に生まれ、たちまち好まれるようになったのがレースである。ニードル・レースはヴェネ

ツィアで、ボビン・レースはフランドル地方またはヴェネツィアで、ともに 16 世紀前半に

誕生したとされる。16 世紀中にはヨーロッパ各地でレース生産が始まるが、ヴェネツィア

共和国は技術を国家機密として品質を保った。 
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 このように、16～17 世紀には絹織物とレースが重要な素材となり、その主な生産地はイ

タリアとなっていた。これに注目したのがフランスの財務総監ジャン＝バティスト・コルベ

ール（任 1665-1683）である。ヨーロッパの中でもフランスは中央集権化が早く進み、17 世紀

には絶対王政が確立されたが、コルベールが財務総監に就任すると重商主義が推進され、輸

出産業育成が図られた。コルベールはヴェネツィアから秘密裏に技術者を招き、1665 年、

北フランス各地に創設した王立マニュファクチュア製のレースを「フランス刺し子 point de 

France」とよぶと布告した。1675 年に王立マニュファクチュアの製造独占権が解かれると、

フランス各地に技術が広まる。一方、15 世紀半ばに国内絹取引独占権を獲得した後、1536

年から本格的に製造を始めていたリヨンの絹織物業は、17 世紀に入って質量ともに向上し

ていた。1667 年、コルベールはリヨン絹織物業について、品質管理や業者登録などの規則

を定める（註 19）。こうした梃入れもあり、18 世紀にはリヨンがヨーロッパ絹織物業の中心

地となる。 

 しかし、コルベール没後の 1685 年、プロテスタントの権利を否定するフォンテーヌブロ

ー王令が発布され、フランスの生地製造業は打撃を受ける。旧来の職業に携わりにくいプロ

テスタントは新興産業の主な担い手となっていたためである。絹織物工も一部がイギリス

に移って生産を試みたが、養蚕に失敗したためリヨンの優位は揺るがなかった。一方レース

工らはボビン・レース生産地フランドル地方へ逃れる。ヴェネツィアの経済力・影響力が減

退する 18 世紀には、フランスとフランドル地方がレース製造業を二分する。 

 このように、コルベールにより生地製造業振興策により、フランス産の絹織物とレースの

主要生産国となった事こそ、フランスが「モードの国」となった大きな要因である。 

 

1-2……ヴェルサイユの「モード」とパリの「モード」 

 

 絶対王政期にルイ 14 世が築いたヴェルサイユでは、衣に関わる意味での「モード」とい

う語も芽生える。フランス語で「ファッション」に相当する語は女性名詞 mode だが、これ

は 17 世紀末に生まれた新しい語である。従来の男性名詞 mode は「方法、やり方」を意味

したが、17 世紀ごろから宮廷における慣習、つまり礼儀作法を指すようになる（註 20）。こ

れは万事に王権からのトリクル・ダウン構造を是とする絶対王政によく適合し、ヴェルサイ

ユはこうした「モード」を体現する場となった。しかし 17 世紀末ごろから、移ろい、軽率

さといった意味合いが mode という語に付随するようになり、女性名詞 mode が登場する

（註 21）。その新しい「モード」の舞台はパリである。 

 フランスが「絹とレースの国」となった頃、ヨーロッパでは綿織物人気も高まっていた。

16 世紀にヨーロッパの人々は香辛料を求めてインド洋世界に進出したが、そこではインド

産綿織物が国際的商品として通貨のように取引されていたため、香辛料の対価としてイン

ド産綿織物の輸入も始めた。17 世紀後半に薄地織物の人気が定着すると、ヨーロッパ内で
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綿織物需要も生じる。となれば生産も望まれるが、ヨーロッパではワタ栽培が難しく、イン

ド産白綿布に捺染をする形で綿織物業が始まった。そもそもヨーロッパでは生地に色柄を

つける方法が織りか刺繍しかなく、後染め、捺染はインドから学んだ技法である。しかし、

重商主義に照らせば更紗でも白綿布でも輸入増大は避けねばならず、各国は綿織物を規制

する。コルベール没後のフランスで出された綿織物禁令は特に厳しく、国内産を含め綿織物

輸入・製造・消費を全面禁止する内容だった。フォンテーヌブロー王令も重なり、フランス

国内主要生産地の南仏から、スイス、アルザス、南ドイツに更紗製造拠点が移る。ただし再

輸出用輸入は続いていたし、密輸も盛んだった。また。ルアンでは例外的に海外市場向け更

紗が製造されていた。 

 ではそんな綿織物は、なぜヨーロッパ人に好まれたのか。薄地織物好みも、後にはルソー

風の自然趣味も追い風となったし、洗濯が容易なのも利点だった。しかしインド更紗はさほ

ど安価ではない。よって、当初の主な買い手は宮廷人士で、たとえばルイ 15 世の寵姫ポン

パドゥール侯夫人の遺産目録には、禁令破りの調度品用インド更紗が数多く記録されてい

る（註 22）。とはいえ、インド更紗は、絹織物よりは安い。そして、同等価格帯の従来の生地

にはない色柄を伴う。染色技術こそ、インド更紗がインド洋世界でもてはやされた理由であ

る。更紗は、高価な絹織物に織りと刺繍で施された色柄を捺染という形で容易に模倣できる。

更紗によって、リネンしか着られなかった人々は初めて手の届くファッショナブルな「半奢

侈品」（註 23）として、インド更紗はヨーロッパの需要を得たのである（註 24）。 

 消費革命論によれば 18 世紀中の消費増大が工業化を促したとされるが、この時期には更

紗のみならず、主に新大陸やアジアなどヨーロッパ外からの輸入品であるコーヒー、紅茶、

たばこなど、「半奢侈品」需要が増す。こうした新規な「半奢侈品」の主要消費地は都市で

あり、フランスではまずパリだった（註 25）。特に、更紗の主な消費者は女性である（註 26）。

これら女性の更紗消費はときにモラル的断罪の対象となり、剥ぎ取り事件や焼き討ち事件

も起きた。しかし、18 世紀は、独立した契約・経営権などを婚姻によって奪われないため、

あえて未婚に留まり、自らの稼ぎで自らのために消費する女性が増えた時代でもある。宮廷

に出入りするような層ではない、都市の女性たちが「半奢侈」消費の主役となり、彼女らの

消費習慣が新たな「モード」となる（註 27）。 

 18 世紀中にはこうした需要と各地への輸出のため、大西洋三角貿易で綿布そのものを生

産するようになり、工業化も進む。しかし、フランスは綿織物の主要生産国にはなれなかっ

た。禁令解除後、品質やデザインに定評のある更紗マニュファクチュアは国内にも作られた

が、綿花生産に適した北米植民地を早くに手放したため、イギリスと違って綿布大量生産は

できなかったのである（Fig. 1）。そのため、1779 年のミュール紡績機開発で大量生産が可能

になったイギリス製モスリンはフランスにとって脅威となった。1770 年代末～1780 年代初

め、パリでのモスリン需要は増し（註 28）、1781 年には王妃マリー＝アントワネットがモス

リン製「シュミーズ」を着用し（註 29）、1783 年にはヴィジェ・ル・ブランによるこれを纏
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った王妃の肖像画が物議を醸す（Fig. 2）。この王妃がまとうモスリン製ドレスは、単に宮廷の

礼儀作法を破るものだっただけではない。都市から宮廷への消費習慣の侵略を象徴してい

る。つまりパリの「モード」はヴェルサイユの「モード」を侵し、取って代わった。パリこ

そが「モード」の中心地となったのである。 

 

 

2……近世パリの服飾品製造業 

 

2-1……パリの同業組合制度 

 

 ヨーロッパの手工業・小売業は、中世以来、ギルドを中心に営まれてきた。ギルドは元来、

同じ手工業・小売業に携わる人々の互助組織であり、親方・職人・徒弟の 3 位階による技術

訓練、同業者や寡婦などへの援助を含む社会的結合、守護聖人を立ての宗教的連帯など、さ

まざまな役割を担っていた。 

 アンシャン・レジーム期フランスのギルドは同業組合 arts et métiers と呼ばれる（註 30）。

中央集権化の一環として同業組合も王権の介入を受けるようになり、コルベールは特に全

職業のギルド編成を目的とする宣誓ギルド制度を推奨したが、パリ及び城外区の同業組合

はそれより早くから宣誓ギルド化し、王権直轄になっている。うち 6 つが六大団体 Six Corps

として格上の扱いを受け。ほかは手工業／小売業共同体 communautés と呼ばれた。 

 同業組合制度は本来的には所属する手工業者・小売商のための、パリにおいては更に王権

のためのものであり、職分や取扱い品目は王令によって定められている（註 31）。今日の感覚

では、良い商品を作り、適切な価格で売らなければ買い手が付かず、産業も商業も成り立た

なくなると思われるが、かつては必ずしもそうではなかった。18 世紀パリに公共交通は値

の高いタクシー式辻馬車しかなく、馬車や馬をもたない庶民の交通手段は徒歩のみである。

買い物は質も値も問わず近場でするしかない。定価というシステムもなく、価格は売り手と

掛け合いで決まる。売り手からすれば顧客が広がらないのだからここから搾り取らなくて

はならず、品物はできるだけ隠して値を釣り上げる。商品が見やすく陳列され、値札で定価

が示される現在の小売り店舗とは全く異なる状況が当時の小売り店舗にはあった。そもそ

も、店舗をもたず、露天売りや訪問販売のみを営む小売商も多い。客の利益が売り手の利益

になるという発想は乏しく、客にとって買い物は多かれ少なかれ理不尽なことだった。 

 そして、服飾品については特に不合理な状況があった。生地商は素材などにより複数の同

業組合を組織し、仕立ては男性用の男性工と女性用の女性工、下着用のリネン工に分かれ、

かつ、生地商は生地の一切の加工が認められず、仕立て工は生地の在庫保有を許されない。

つまり、一手工業者／小売商のもとで生地を買い、仕立てを注文することができない。100

年後にガストン・ヴォルトが語るのと同じ煩雑さだが、この時点ですでに、このような不合
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理な状況はほぼパリに特有のことになっていた（註 32）。衣服にのみ、ヨーロッパ諸都市でも

パリでのみ、不合理な仕組みが続いていた理由は判然としない。だが、生地小売と仕立受注

の両方に携わることが認められれば、仕立には専門的訓練が必要だから、仕立工が生地も売

る形になるだろう。となれば、それが実現すると不利になるのは生地商である。そして、生

地小売に携わるのは専門同業組合か小売専業種の雑貨商 merciers だが、後者は六大団体に

含まれる有力同業組合である。生地製造業の重要性を考えれば、生地小売専業種の発言権も

強かっただろう。こうした生地関係の同業組合の利害が王権の利害と一致した結果ではな

かろうか。 

 一方、仕立はさして儲からない仕事である。当時の仕立賃は宮廷用衣装でさえかなり安く、

注文服に要される費用の 9 割方は生地代だった。人口が 50 万人を超え、流入人口も増加し

た当時のパリで（註 33）、地方から上京した女性たちはまずお針子になることが多く、パリに

はお針子が溢れていた。彼女たちが「半奢侈」消費の主役となったわけだが、多いがゆえに

労働力としては安い（註 34）。よって、仕立賃はそう釣り上げられないものだった。 

 

 

2-2……新しい服飾品製造業 

 

 ところで、生地を買って仕立を依頼する注文服は、じつは一般的なものではなかった。多

くの人々にとって馴染み深い衣服は古着である。社会層で着る衣服の新古を分けるのは難

しいが、例えば宮廷貴族層にとって古着は論外である。彼らは概ね経済的に豊かなほうだっ

たし、借金を意に介さない生活様式を持っており、かつ、当時は日用品は掛け売り中心だっ

たから、手持ちがなくてもツケで衣服を誂え、しばしば支払いを踏み倒した。一方、お針子

のような被雇用者層はほぼ古着だけと見ていい。家内使用人も主人の古着を譲り受ける。そ

の間の層については、いわゆる都市エリート層、都市に居住する貴族層や公職・法曹関係者

までは注文服中心、裕福な親方層も注文服を誂えることもあるが、それより貧しく社会的な

立場も下の層は古着中心といったところだろう（註 35）。 

 そういうわけで、注文服入手方法の煩雑さも大半の人々にはあまり関係のないことでは

あったが、1776 年の同業組合再編成により大きな変化が起こる。1776 年 1 月、財務総監ア

ンヌ＝ロベール＝ジャック・テュルゴ（任 1774-1776）は、財政立て直しのため、同業組合制度

廃止を含む「改革の六王令」を強制登録させた。しかし過激な改革は批判を浴び、数か月後

にテュルゴは罷免され、その改革も廃止される。そこで同業組合が復活したが、大幅な再編

成が行われた。そもそもテュルゴが宣誓ギルドを廃止したのも財政難ゆえであり、王権の厳

しい統制が産業発展を阻害しているとみられていたのである。この再編成でパリの同業組

合数は半分以下の 44 まで整理され、さらに同業組合加盟不要の 21 の自由職業が定められ

た。概ね作業か素材か商品が共通する同業組合が統合されている。このとき、男性服仕立工
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tailleurs の同業組合が古着商 fripiers の同業組合と統合された。厳密には、店舗を持つ古着

商が男性服仕立工と合併され、位置や街頭など不定地で取引する古着商は自由職業となっ

た。古着商は新しい生地で古着を修繕・加工する権利をもち、作業に共通点があったからだ

ろうが、これにより男性服仕立工は衣服完成品と生地を店内に置く権利を得た。フランス革

命期に入ると、1791 年のアラルド法とル・シャプリエ法により同業組合制度は完全撤廃さ

れる。その頃には、一部の仕立工らはパレ・ロワイヤルの回廊で、イージー・オーダーのス

ピード仕立や完成品販売を始めた。これがパリの既製服産業の芽生えである（註 36）。 

 つまり古着取引業が仕立業に結びついたところから既製服が生まれるわけだが、そもそ

もその分離はパリ固有の事情である。元来、西ヨーロッパ諸都市では、仕立業と古着取引業

は兼業が多い（註 37）。そのせいかロンドンなどでは 18 世紀前半時点で衣服完成品販売が見

られるが（註 38）、それは限定的なもので、近世ヨーロッパに受注制仕立業と切り離された既

製服産業が確立していたとは言い難い。それはおそらく、需要がなかったためだろう。富裕

層・貴族層にとっては身体にあった仕立でなければまともな服ではない。貧しければ古着以

外を求めようという意識が薄い。「半奢侈」が広がって初めて、新しくファッショナブルで

ありつつ安価な既製服の大きな需要が生まれたのだろう。そこに、更紗需要と同様の都市的

「モード」の芽生えを見ることができるのではないか。 

 その「モード」という語だが、18 世紀後半から複数形 modes が「流行品」を意味するよ

うになり（註 39）、1760 年代ごろからこれを扱う職業、モード商が人口に膾炙するようにな

り、1776 年の再編成で同業組合として認可される。ヴェルサイユの「モード」にパリの「モ

ード」が取って代わりつつある中で、その都市的な「モード」をモノとして売買する職業が

成立したと言えよう。 

 そんなモード商の中で、もっとも有名だったのはマリ＝ジャンヌ・ベルタン、後世ローズ・

ベルタンと呼ばれる女性である。ベルタンは 1747 年、コルベールが前世紀に毛織物王立マ

ニュファクチュアを作らせたアブヴィルで生まれ、16 歳でパリに出て服飾品店で働くうち、

取引先の宮廷女官らに気に入られ、1770 年、「大ムガール人」という店を開いて当時王太子

妃だったマリ＝アントワネット御用達となり、1774 年には謁見も許される。シュミーズ・

ア・ラ・レーヌを製作したのもベルタンで、1776 年に同業組合再編成に際しては真っ先に

モード商として親方登録し、同業組合初代理事になる（註 40）。雑貨商からモード商との職分

競合への苦情にもかかわらず同業組合が認可されたのは、ベルタンと王妃のコネクション

に負うところが大きいと思われる。そんなベルタンを同時代人らは「王妃のモード大臣」と

呼んだ。ベルタンは、史上初めて、衣服の作り手として歴史に名を残した人物である。つま

り、ここに至って、衣服の作り手は、デザインを提案し、「モード」を生み出す存在になる。

それは当時の人々も認めたベルタンの才能に負うところも大きいが（註 41）、服飾品製造をめ

ぐるシステムの変化も背景にある。 

 一部のモード商は地方や海外の業者にパリの流行品を売るという中間商人的な役割を担
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っていた。モード商を通じて、パリの「モード mode」が「モード modes」というモノとし

て各地に伝わる（註 42）。一方、最終消費者としての顧客は宮廷貴族やパリ内エリート層であ

り、彼らには生地やパーツを小売りする他、それらのドレス等への仕立も受注している。つ

まり、モード商の店舗では、生地購入と仕立て注文が同時にできるようになったのである。

これはパリにあっては画期的なことだった。そして、生地の提示ができるということは、デ

ザインに介入する範囲が広がったということでもある。さらにモード商は、限定的ではある

が衣服完成品の販売もしている。 

 こうして、18 世紀末のパリでは、古着商とモード商という顧客層がかけ離れた 2 つの職

種から、既製服への足がかりが付けられた。またモード商は、パリの中でもサン＝トノレ通

りやパレ・ロワイヤルに店舗を集中させ、パリ・モードの中心地を形成していく。そして彼

らの店舗は、品物を隠す倉庫のような従来的な店舗とは異なり、絵画を飾り、マネキン人形

を置き、店に行く楽しさを味わえるようなものとなっていた（Fig. 3）。 

 

 

3……19世紀前半パリの服飾品製造・流通業 

 

3-1……モード商と新物店 

 

 革命期に同業組合が廃止され、様々な職業に関する制約が制度上なくなった後、モード商

はどうなったのだろうか。ここで、ナポレオン期～王政復古期に活躍したモード商ルイ＝イ

ポリット・ルロワを取り上げたい（註 43）。 

 ルロワは 1763 年にパリで生まれた。ベルタンが王妃御用達となった頃、オペラ道具方だ

った父の仕事の関係か、12 歳でかつら工／商に弟子入りする。その後ルロワは服飾品や頭

飾の製造で頭角を現し、革命期にはやや不遇を託っていたようだが、執政政府期にチュイル

リ入りを許され、並み居る同業者を蹴落としてジョゼフィーヌの戴冠式用衣装を担当する。

周囲に「慢心した気取り屋」、「魅力ある成り上がり者」などと評されるルロワは、協働関係

にある女性服仕立工の店員を引き抜く、田舎者には流行遅れの商品を売りつけるなど、いさ

さかえげつないこともしていた。1821 年に一度引退し、姪エステルが後を継ぐが、その後

も姪の店に介入して裁判沙汰になるなど権勢欲は旺盛だったようである。 

 18 世紀のモード商の店では、確かに生地小売と仕立受注を同時にしていたが、生地販売

だけをしている例のほうが多い。しかしルロワの店では、生地販売はほぼ常に仕立受注を伴

っている。つまり、顧客からすれば、ルロワの店に行くだけで装い一式が揃うことになる。

さらに一部の顧客は来店さえせずに注文している形跡があり、こうした場合、製作にはかな

りの部分ルロワの裁量が認められたに違いない。ここまで来れば。作り手の創意のみでデザ

インが決まるオートクチュールまではあと一歩である。またルロワは、業者や国外顧客にド



Fashion Talks… Vol.３, Spring 2016 

レス見本型を販売している。これはガストンが 1848 年にもまれと語った方式だが、ルロワ

は 1810～1820 年代の時点で行っている。この点でも、注文前にデザインを作って提示する

というヴォルトが「発明」したオートクチュールのシステムに通じるものがすでに見られる。

さらに、ルロワは革命前、内縁の妻となるモード商のボノ夫人を「陳列台」として服飾品を

纏わせて人気を博したという。これも妻マリに自作のドレスを着せて示したことでファッ

ション・モデルの考案者と言われるヴォルトを彷彿とさせるエピソードである。 

 そんなルロワの顧客はイギリスからロシアまで各国宮廷に広がっているが、ベルタンも

各地の宮廷に顧客を持っていたし、それだけなら目新しいことではない。だが、ベルタンは

あくまで「王妃のモード大臣」であり、革命期には王妃とのコネクションゆえに亡命を余儀

なくされた。いっぽうルロワは、ナポレオンの二人の皇妃の衣装を担当した後、王政復古宮

廷のホステスであるマリ＝アントワネットの娘、マリ＝テレーズをも顧客とする。ルロワは

君主に寵愛されるモード大臣ではなく、「同じ世紀に、自然は、モードについてルロワを、

戦争についてナポレオンを生んだ」と評される「モード界のナポレオン」なのである（註 44）。

まさに「モードの専制君主」ヴォルトの先駆と言えるだろう。加えて、ルロワは女性服向け

男性デザイナーの祖ともいえる。アンシャン・レジーム期にはモード商の男女比は逆転する

（註 45）。その中から躍り出たルロワは、男性が女性の「モード」を作るという構造を築き、

ヴォルト、ポワレと連なる男性デザイナーの系譜の起点に立ったのである。ルロワが特例な

のか、当時のモード商にはこういったことはある程度共通しているのかには不明点も多い

が、19 世紀初頭の段階で、ヴォルトを「オートクチュールの父」たらしめている要素がす

でに複数生じているとは言えるだろう。その点で、ルロワは、「オートクチュールの祖父」

と呼べるかも知れない。 

 しかし、ルロワはナポレオンと同じく、全盛期の遺産によって新時代を準備した上で、来

る時代を生きることはなく去った人物である。ルロワが引退する 1820 年代頃から、「モー

ド modes」ではなく「新物 nouveautés」を冠し、「新物商 marchands de nouveautés」 

と名乗る人々が現れる。モード商は次第に数も減り、商売の規模や先進性も失い、新物商に

取って代わられる。つまりルロワはいわば「最後の」モード商であり、モード商の一部がの

ちのオートクチュールに結びつく形へと変貌していく転換点となったのである。 

 モード商を駆逐してく新物商が台頭するのは 19 世紀初頭である（註 46）。1800 年代後半頃

からモード商や雑貨商の一部も新物商と名乗り始め、1820 年代から急増する。モード商が

店舗を飾り、店に行く楽しみを生んだことはすでに述べた。しかし彼らが扱うのは高額商品

であり、やはりおいそれとは入店できなかった。いっぽう、新物商は、商品の陳列、定価制、

値札、現金即日払いを採用して買い物の心理的負担を減らした。また製造地での直接買い付

けにより値下げも図る。値下げに踏み切れるようになったのは、交通の発展により遠隔地か

らの集客が可能になったためである。一層の集客を目指して広告を始めたのも新物商とさ

れる。服飾品小売業は新物商にあって初めて「薄利多売」という発想を持つようになり、顧
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客への便宜が商売の利益に結び付くことも認識されるようになっていく。奢侈ではなく「半

奢侈」を基礎とする都市の「モード」がここに実ったのである。ここから、物を買うこと、

すなわちショッピングは娯楽になっていく。 

 この新物商こそ百貨店の直接の起源である。「ボン・マルシェ」創業者ブシコをはじめ、

パリの百貨店創業者らのほぼ皆が新物店に勤めた経験を持ち、また「ボン・マルシェ」や「ル

ーヴル」は当初は新物店を名乗っていた（註 47）。規模が大きくなれば、「大」とつけて grand 

magasin de nouveautés とする。そのうち、de nouveautés は省略され、これらの店は単に

grand magasin、百貨店と呼ばれるようになる。 

 

3-2……古着市場と既製服産業 

 

 2014 年、マレ地区のはずれに複合施設「タンプル市 Carreau du Temple」が建てられた。

位置が開かれるわけでもないのにこう呼ばれるのは、かつてここに古着市場があったため

である。建物そのものにも 19 世紀当時の鉄骨ガラス張りのデザインが復元されている。（註

48、Fig. 4）。 

 タンプルはかつてテンプル騎士団の囲い地だったが、後に一角に建てられた塔が監獄と

して使われるようになり、フランス革命期には国王一家が収容された。1802 年に市内の古

着市がここに強制移転させられ、1808 年には塔が取り壊され、1809～1811 年に四方吹き抜

けの市場用建物 4 棟が完成する。常設古着市場創設は、ナポレオン期に拡大した市場の政

府による掌握のためのことであり、監督官以下 15 人前後の警吏・保安官が配備された。タ

ンプル市場ではユダヤ人が牛耳る古着取引所で相場が決められたが、投機的売買も行われ、

破産者が相次いだという。タンプルの古着商らはタンプル外に店舗を構えることが多いが、

市場を仕切る卸売商と、市内から買い付けをする中間商人が主体であり、ボロ拾いの類や、

社交界女性から女物の古着を買い付ける女性小物商などは通常、タンプルでは取引しない。

内部にはまだ新しく上質な品、流行品ではない実用品、古鉄とボロ、革製品をそれぞれ扱い

4 区画と、ロトンドがあった。ロトンドは軍服や舞台用衣装を扱う市場でもあったが、ここ

に入った債務者は訴追できないとされる一種の治外法権地区であり、2 階に相場をあやつる

元締め商人らが住んだ。このように、古着と一言で言っても実用品としての品質、新品・流

行品との落差などには様々な段階があったが、その取引はタンプルで組織化され、一括管理

されるようになっていく。 

 こうしてルロワ最盛期と時を同じくしてタンプル古着市場が成立したが、少し経って

1824 年、シテ島にピエール・パリソが既製服店「ラ・ベル・ジャルディニエール」を開く。

この店の主力商品は厳密なサイズ合わせが不要な作業着であり、つまり肉体労働をする層

が主な顧客だったため、定価制が取られた。しかしすぐに需要は増し、取扱品目は街着にま

で広がる。危機感を抱いた仕立工らに仕事を拒まれたため、パリソは囚人に作業を回す羽目
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になったが、それでむしろ価格は抑えられた。実用品レヴェルの古着程度の価格帯で一応街

着になる衣服が手に入るとなれば、人々は古着を買わなくなる。パリ市内の古着商店舗数は

タンプル古着市場が成立しても 1800～1820 年の間にはさほど減らなかったが、1830 年に

は 32 まで減少する（註 49）。 

 ただし、当時の既製服は男性用に留まっていた。19 世紀の男性服画一化の流れは既製服

には都合が良かったし、むしろ既製服あってこそ社会層を問わず暗色スーツが行き渡った

とも言える。しかし、男性用既製服については、パリよりもロンドンやニューヨークのほう

が進んでいた。前世紀に同業組合による制約がなかったせいもあるだろう。そんなパリで既

製服について起きた新しい事象とは、1840 年代のファッショナブルな女性用既製服の登場

である。その舞台こそ新物店だった。新物店は一括買い付けで安く抑えた生地を注文服仕立

を本業とする女性服仕立工に委ね、完成品を引き取って売る。いわゆる問屋制家内工業だが、

ここに至って既製服店は急増する（註 50）。また既製服は型が統一された軍服には導入しやす

いが、「リボンの都」サン＝テティエンヌ出身のバルテルミ・ティモニエは、1829 年にミシ

ンを開発し翌年特許を取得、パリで 80 台のミシンを備えた軍服製造工房を開く（註 51）。こ

の工房は仕事を奪われることを怖れた仕立工らに打ち壊され、さらに 1848 年に革命で資金

難となってしまい、ヴォルトが独立した年にティモニエは失意の内に没した（註 52）。しかし

19 世紀後半には、いよいよ 1851 年創業のシンガー社がアメリカから進出してくることに

なる。 

 こうして拡大する既製服は、まず庶民層の古着シェアを侵食し、次いで中流層の注文服シ

ェアを奪う。タンプル古着市場も再編成されて新品既製服を扱うようになる。ファッション

性と廉価と現物の存在という注文服と古着双方の利点を兼ね添えた既製服は、注文服と古

着の間に存在した「モード」のタイム・ラグを埋めた。「モード」が廉価化し、「半奢侈」で

さえなくなり、万人がアクセスできるものとなる時代の幕開けである（Fig. 5）。 

 売れなくなった古着の行方はフランスの帝国主義政策と重なる。1840～50 年代、タンプ

ルの古着商は、今後、セネガル、東インド、サン＝ドマング、バルバドス、アンティル諸島、

ブラジルに古着を輸出するようになっている。ハイチ皇帝フォスタン 1 世（位 1849-1859）も

フランスからの古着軍服を軍に着せた（註 53）。ヨーロッパ諸国が進出する先々にヨーロッパ

の古着が広まる。サブサハラ植民地化の際にはキリスト教的慈善と肌を隠すモラルの普及

の名目で古着が持ちこまれ（註 54）、マダガスカル女王もフランスの古着ドレスを纏って洋装

化を始める（註 55）。明治日本の仕立屋もヨーロッパ人の古着を解体して被服構成を学んだ（註

56）。このように、ヨーロッパでの既製服の普及は、古着輸出を促進したという意味で、世界

各地の洋装化のプッシュ要因ともなった。 

 

4……結論 
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 更紗などの「半奢侈」から発した都市の「モード」は、モード商から新物店、百貨店に、

そして既製服に結実し、その既製服を参考に高級注文服製造は合理化される。こうして衣服

は、オートクチュールでも既製服でも、同じ見本型や型紙を元にいくつも作られるものとな

る。捺染と化学染料による同じ色柄の生地の大量生産、ミシンや裁断機の導入による製造の

易化と高速化、型紙利用やサイジング技術による規格化、パーツごとの分業による製造者の

技術の平準化などのおかげで、衣服の複製が実現する。近年、3D プリンタによる衣服制作

が話題になっているが（註 57）、これが広まれば、衣服は 3D 設計というデジタルな鋳型で完

全に複製できる工業製品となるだろう。 

 そして既製服でもオートクチュールでも、顧客はデザインに介入する権利を完全に失い、

それは作り手の創意に委ねられる。むしろそこから衣服製造は単なる仕立作業ではなくク

リエイションとなった。つまり衣服は、製造の合理化により、複製可能性とアートとしての

創造性の双方を同時に獲得したのである。 

 それでは、なぜオートクチュールはパリにしか生まれえなかったのか。 

 今はファッション・デザイナー、クチュリエなどと呼ばれるが、独立間もないヴォルトは、

職業別住所録である商業年鑑掲載の際、「既製新物 Nouveautés confectionnées」の項目を選

んでいる（註 58）。息子ガストンが語るヴォルトの既製服へのこだわりからすれば、おそらく

「既製 confectionnées」という表現を欠かしたくないがために「女性服仕立工 couturières」

でも「モード modes」でもなくこの項目を選んだのだろうが、製造や生地仕入れの合理化を

行った点はヴォルトも新物店と同じである。この「既製新物」という語に、既製服製造業と

新物店が両輪となって発展した 1820～1840 年代のパリの服飾品製造・流通業の状況が凝縮

されている。19 世紀以降のファッション産業を準備したのは既製服であり新物店であり、

遡ればモード商である。 

 そのモード商はパリの「モード」消費の中から生まれた。しかし、「半奢侈」消費ならパ

リ以外のヨーロッパ諸都市でも 18 世紀に拡大している。その中でのパリの特異性と言えば、

「半奢侈」ではない奢侈だろう。絹織物とレースという奢侈を体現する生地の生産国フラン

スは、綿織物に象徴されるような「半奢侈」だけを「モード」とするわけにはいかなかった。

フランスの為政者らは繰り返し「モード」の奢侈を蘇らせようと試みる。ナポレオン 1 世は

ルロワに作らせたアランソン・レースのクラヴァットを着けて戴冠式に臨み、チュイルリの

宮廷での絹織物着用を推奨する。ナポレオン 3 世妃ユジェニは自ら「政治的装い」と認めつ

つヴォルト作の絹織物をたっぷりと使ったドレスを纏う（註 59）。作り手らもこれを後押しす

る。18 世紀のモード商の取扱商品には圧倒的にレースと絹が多い。ルロワでも、取り扱い

生地中、絹は登場回数にして 33.3％、売上高にして 32.5%、レースは 37.9％と 47.3％であ

り、綿 7.7％と 7.8％とは大きな差がある。ヴォルトも、リヨンに化学染料が導入されると

すぐさま化学染料染め絹織物を使ってドレスを製作する（Fig. 6）。高級な素材に作り手のクリ

エイションという付加価値を付けて、ベルタンもルロワもヴォルトも、パリの「モード」に
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他にはない奢侈を縫い込んだ。 

 「モード」は、服飾品というモノ、複数形 modes である衣装に、モノの消費様式であり、

モノへ向かう欲求であり、モノの価値の承認である。かつ、そういった行動や心理がマスに

なり、さらに移ろうものでなくては、「モード」ではない。生地、すなわちモノの形をとっ

た奢侈を作ることに成功したフランスという国を基盤に、その首都パリは「モード都市」に

育った。しかし、そこからパリの「モード」は都市の「半奢侈」消費文化と結びつき、絹や

レースの人気が下降線を辿っても、むしろその価値を維持するためにひと役買う。 

 既製服とオートクチュールの成立によって生まれた衣服の複製可能性とアートへの志向

性も奢侈に結びつく新たな価値となった。これより、パリの「モード」は、複製され、増幅

される時代に入る。 
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〈図版〉 

Fig. 1. ドイツ人クリストフ＝フィリップ・オベルカンプがヴェルサイユ近郊のジュイ＝アン＝ジョザに創った王

立マニュファクチュアで製造された更紗。マニュファクチュアでの製造工程を描いている。筆者撮影

（2015 年 2 月 15 日） 

 Travaux à la manufacture, 1783, Jouy-en-Josas, Musée de la toile de Jouy. Photo by the author, 2015. 2. 15. 

Fig. 2. ファッション・プレート集『ギャルリー・デ・モード』で描かれた「王妃風シュミーズ」、1783 年。京都服

飾文化研究財団所蔵（1912 年復刻版） 

 « Chemise à la Reine à manches attachées, la gorge garnis d’une fraize, Chapeau à la Malbourg entouré d’un 
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ruban large rayé noir et de couleur », août 1783, dans Galerie des modes et costumes français 1778-1787 : 

dessinés d'après nature, Paris : Chez Esnauts et Rapilly, 1778-1781, réimpression accompagnée d'une préface 

par M. Paul Cornu, Paris : Émile Lévy : Librairie centrale des beaux-arts , 1912. Collection of The Kyoto 

Costume Institute 

Fig. 3. フランソワ・ドゥ・ギャルソー『仕立工の技術』1769 年 Pl. 16 個人蔵 

De Garsault, François-A., Art du tailleur, Paris : L. F. Delatour, 1769, Pl. 16 Private collection 

Fig. 4. 19 世紀建造のタンプル古着市場の建物を模して新設された現在の「タンプル市場」ファサード。筆者撮影

（2015 年 2 月） 

The current Temple market, Photo by the author, 2015. 2. Photo by the author. 

Fig. 5. アンジャン・レジーム期～19 世紀パリにおける注文服・古着・既製服の関係 

Fig. 6. シャルル＝フレデリック・ウォルト ドレス 1874 年頃 京都服飾文化研究財団所蔵 畠山崇撮影 

Charles-Frederick Worth, Dress, c.1874. ©The Kyoto Costume Institute, photo by Takashi Hatakeyama 
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